





















多 くの研 究 で報告 され てい る。 佐藤 ・小西
(1999)は,遺族においてもっとも特徴的な症状
は 「抑 うつ」 と「怒 り」であると述べてお り,エ
レン・ローラ (1994)は,性暴力からの回復過程
で怒 りを前向きに表現することが癒 しに繋がると
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者への怒 りを挙げてお り,なおかつPTGも生 じて
いるとい う結果であった。 この結果から,このよ





























族の怒 りや傷つき,気持ちを正 しく理解 し,共感す
ることこそが,被害者および被害者遺族の心の傷
つきを癒すことに繋がると推察された。
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